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章 ＊
要 約 ： 外 国 語 の 学 習 に お い て メ タ 言 語 意 識 を 活 性 化 さ せ る こ と は 重 要 だ と 考 え ら れ て い る 。 特 に ， 臼 本 の よ う に 限 ら れ た 量 の
イ ン プ ッ ト し か 与 え ら れ な い 環 境 に お い て は な お さ ら で あ る 。 メ タ 言 語 意 識 は 音 韻 的 な 側 面 ， 語 難 句 な 側 面 ， 文 構 造 や 統 語 的
な 側 面 ， 語 用 論 的 な 側 面 な ど 多 岐 に わ た る が ， 本 稿 で は 日 本 人 中 学 生 の 統 語 的 直 観 と 品 詞 識 別 に 関 わ る 予 備 調 査 を 行 い ， 彼 ら
の 文 法 知 識 の 一 端 を 報 告 し た 。 中 学 生 に と っ て は 難 易 度 の 高 い 英 文 中 で ， 動 詞 を 選 ぶ 課 題 と 語 の 品 詞 を 答 え さ せ る 課 題 を 行 い ，
そ の 認 献 盈 程 を 言 語 化 さ せ た 。 そ の 結 果 ， 統 謝 句 な メ タ 言 語 意 識 を も ち つ つ あ る 生 徒 は L 、 る も の の ， 多 く の 学 習 者 は 英 文 を 読
む 際 に 語 棄 の 意 味 に 大 き く 依 存 す る 傾 向 が あ り ， 語 集 に 含 ま れ る 統 謝 包 な 情 報 や 知 っ て い る 語 や 前 後 関 係 か ら 文 の 構 造 を 推 測
す る こ と が 苦 手 で あ る こ と が わ か っ た 。
キ ー ワ ー ド ：
メ タ 言 語 意 識 ， 統 謝 句 直 観 ， 品 詞 識 別
I. は じ め に
平 成 2 0 年 3 月 に 公 示 さ れ た 学 習 指 導 要 領 の キ ー ワ
ー ド の ひ と つ に 「 言 語 活 動 の 充 実 j が 挙 げ ら れ ， 次 期
学 習 指 導 要 領 へ 向 け た 検 討 に お い て も ， そ の 考 え 方 は
踏 襲 さ れ て い る と 思 わ れ る 。 英 語 科 に お い て も ， 英 語
を 活 用 し て 何 が で き る か を 追 求 し な け れ ば な ら な い 一
方 で ， 英 語 科 や 国 語 科 は 言 語 そ の も の を 扱 う 教 科 で あ
り ， し 、 か に し て 言 語 に 関 わ る 基 礎 的 な 知 識 を 身 に 付 け
さ せ る の か を 考 え て い く こ と も 同 様 に 重 要 で あ る 。 言
説 日 識 の 習 得 （ 特 に 外 国 語 習 得 ） に は 言 語 に つ い て 知
る 能 力 が 必 要 と さ れ ， そ の 能 力 は メ タ 言 語 意 識 （ メ タ
言 語 能 力 ） l と 呼 ば れ て い る 。 メ タ 言 語 意 識 に つ い て は ，
さ ま ざ ま な と こ ろ で そ の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。
第 8 期 中 央 教 育 審 議 会 初 等 中 等 分 科 会 教 育 課 程 部
会 の 言 語 能 力 の 向 上 に 関 す る 特 別 チ ー ム （ 2015 ） に お
い て は ， 国 語 科 と 外 国 語 科 の 相 互 連 携 を 視 野 に 入 れ て ，
「 課 題 や 問 題 を 追 究 し て い く プ ロ セ ス の 中 で ， コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 や 言 語 要 素 的 な 知 識 を 身 に 付 け て い
く 学 習 を ， 国 語 科 ・ 外 国 語 科 の 両 方 で で き る と ， 言 語
は 違 っ て も 問 題 を 追 究 す る プ ロ セ ス と い う の は 同 じ だ
と い う こ と が 分 か つ た り （ 後 略 ） J と し づ 意 見 が 述 べ ら
れ て い た り ， 「 （ 前 略 ） 小 学 校 の 国 語 教 育 の 中 で ， 節 ・
文 ・ 段 落 が ど の よ う に 成 り 立 っ て い る か と し づ 足 場 を
意 識 さ せ る な ど メ タ 言 語 的 な 感 覚 や 気 付 き を 促 し た り
教 え た り す る こ と は ， 外 国 語 を 学 ぶ と き に そ の ま ま 活
＊ 広 島 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科
6 9  
用 で き る 非 常 に 重 要 な ス キ ル ， 感 覚 に な る J と さ れ て
い る 。
ま た ， 同 教 育 課 程 部 会 外 国 語 ワ ー キ ン グ 、 グ 、 ル ー プ
(2015 ） に お い て も ， f （ 前 略 ） 国 語 や 外 国 語 を 使 っ て
理 解 し た り 表 現 し た り す る た め の 言 語 に 関 す る 能 力 を
高 め て し 、 く た め に は ， 国 語 教 育 と 外 国 語 教 育 の そ れ ぞ
れ を 充 実 さ せ つ つ ， 国 語 と 外 国 語 の 音 声 ・ 文 字 ・ 語 句
や 単 語 ・ 文 構 造 ・ 表 記 の 仕 方 等 の 特 徴 や 違 い に 気 付 き ，
言 語 の 倣 且 み を 理 解 で き る よ う ， 国 語 教 育 と 外 国 語 教
育 を 効 果 的 に 連 携 さ せ て い く 必 要 が あ る 」 と 述 べ ら れ
お り ， 「 国 語 教 育 や 外 国 語 教 育 に お い て は ， 言 葉 の 特 徴
や き ま り に 関 し ， 音 声 （ 音 韻 を 含 む ） や メ タ 言 語 の 意
識 等 を 踏 ま え た 指 導 が 重 要 と 指 摘 さ れ て お り ， 引 き 続
き ， 専 門 的 な 見 地 か ら 検 討 を 行 う 必 要 が あ る J と 言 及
さ れ て い る 。
現 行 の 学 習 指 導 要 領 に お い て も ， 日 本 語 と 英 語 の 相
違 に 気 付 く と い う 視 点 で メ タ 言 語 意 識 が 取 り 上 げ ら れ
て い る 。 小 学 校 外 国 語 活 動 で は 内 容 に 関 し て ， 「 外 国 語
の 音 声 や リ ズ ム に 慣 れ 親 し む と と も に ， 日 本 語 と の 違
い を 知 り ， 言 葉 の 面 白 さ や 豊 か さ に 気 付 く こ と j が 取
り 上 げ ら れ ， 中 学 校 外 国 語 科 に お い て は ， 言 語 材 料 の
取 扱 い と し て ， 「 （ 前 略 ） 語 1 慎 や 修 飾 関 係 な ど に お け る
日 本 語 と の 違 い に 留 意 し て 指 導 す る こ と J が 明 記 さ れ
て い る 。
縄 田





















































































る の か を 調 査 し た 。 調 査 に 使 用 し た 英 文 は 私 立 大 学 の
入 試 問 題 で 出 題 さ れ た 地 球 温 暖 化 に つ い て 喜 か れ た 英
文 の 第 1 パ ラ グ ラ フ で あ る 。 総 語 数 は 137 語 ， 文 の 数
は 5 文 ， 動 詞 は 11 個 含 ま れ て い る 。 総 語 数 137 語 の う
ち ， 本 校 で 使 用 し て い る 検 定 教 科 書 に 掲 載 さ れ て い な
い 語 は 4 0 語 （ 29. 2 % ） に 上 る 。 英 文 の 構 造 と し て は ，
い わ ゆ る 「 同 格 の 也 atJ （ 一 白 e 血 eory 出 at . ） と セ ミ コ
ロ ン の 使 用 （ … is g e出 時 W 沼 mer: sa凶 i民 m 錨 問 問 臨
… ） が 未 習 で あ る 。 た だ し ， 文 構 造 は 語 嚢 に 含 ま れ る
統 語 情 報 と 切 り 離 す こ と は で き な い の で ， 語 葉 を 知 ら
な い 場 合 は 文 構 造 も 未 知 の も の と 認 識 さ れ る （ 例 え ば
叩 ggest の 後 に 血 at 節 が 続 く ） 。 中 学 生 に と っ て 約 1/3
が 未 知 語 で あ る 難 解 な 英 文 を 読 ま せ る こ と は 内 容 理 解
を 軽 視 し た 扱 い に な る が ， 逆 に ， 生 徒 の も つ 統 語 的 直
観 に 近 づ け る の で は な し 、 か と 考 え て ， わ か ら な い 箇 所
が あ っ て も 止 ま ら ず に 読 み 進 め る よ う に 指 示 し た 。 厳
密 な 制 限 時 間 は 設 け な か っ た が ， ほ ぼ 全 員 が 約 5 分 で
回 答 を 終 え た 。
【 調 査 1 で 使 用 し た 英 文 ］
旦盛~ temoer制 民 s (1 ） 肱 re d蜘 b y about 0.6 生 区 堕
~堕 since 白c m即附nth~盛田． 0 血 ぽ m 回 田 氏 S of 
g註盟主~ (2漣 翠 臨 !1 the 陸 Q!.Y 白 at the world (3)is F 組 時
wanner：盟主盟~m問問rem e拙 （ 4漣 磁 謡 園 出 at 甲 ring
(5)anives about a  w e e k 回 rlier n o w 白 m in the late 1970s, 
for example， 釦 :dreco吋 s ( 6 ) s h o w 白 紙 盟 g 迎 n:birds （η， fly 
to higher 担 皇 国 昼 伺 rlier m 出 e 鈴 描 o n a n d  (8畑 町 l蹴 主
主 盟 国 主 g to the ~ Interaovernm四 凶 国 型 lo n Q盟 主 E
C h a n g e  (IPCC) - b y 白 r 位 ie m 回 t authoritative b o d y  of 
scientists w o出 n g o n 白 is i笠 盟 － h u m a n s  (9)are 医 並 盟 国 王
not 笠 担 金 竪 単 皇 for al せ ie m 回 sured w 百 ming. B u t  the 
笠 堅 固 （ IO対 s u n曲 目 以 edlv 盤 in large 阿 ω 盟 国 魁
i堅陣笠m旦血旦盛盟~~盟鐙!Q型的mhuman笹出1J'..
E盟 盟 g 色 鐙 基 盤 li (11） 握 盟 臨 for め out 白 間 合 盟 監 鐙 of
h u m a n  g盟理盟~＇ with deforestation 加 d c h a n g田 in land 
凶 e (mainly in the 監 塑 昼 ） 鑑 笠 型 盟 主 g for the rest. 
（ 網 掛 け 部 が 動 詞 ， 下 線 を 施 し た 語 は 未 習 語 ）
② 調 査 2
ま と ま っ た 内 容 の 英 文 を 読 み な が ら ， 指 定 さ れ た 語
査 で は ， 品 詞 を 問 う 箇 所 は 名 詞 ・ 動 詞 ・ 形 容 詞 の み と
し ， そ の 旨 を 事 前 に 生 徒 に 伝 え た 。 調 査 に 使 用 し た 英
文 は 調 査 1 で 使 用 し た 英 文 の 次 の パ ラ グ ラ フ で あ る 。
調 査 1 を 実 施 し た 直 後 に 調 査 2 を 行 っ た o 調 査 2 に 際
し て は ， 調 査 1 の 英 文 の 続 き を 読 む こ と は 事 前 に 伝 え
た 。 総 語 数 は 191 語 で ， そ の う ち 使 用 教 科 書 で の 未 習
語 は 75 語 （ 39. 3 % ） で あ る 。 品 詞 の 識 別 を 求 め ら れ た
箇 所 は 恋 意 的 に 選 ん だ 3 0 語 で あ る 。 調 査 1 と 同 様 に ，
制 限 時 間 は 設 け な か っ た が ， ほ ぽ 全 員 が 約 7 分 で 回 答
を 格 え た 。
｛ 調 査 2 で 使 用 し た 英 文 ］
百 1田 are t w o 盟 塑 (l芦 田 駒 田 w h y 託 has b田 n hard for 
(2漣 盟 国 控 ω 盤 強 血 血 （ 3)change. First, 盟 主 盟
(4温 担 羽 生 has a v e η l o n g  life 亜 担 ： it (5渥 豆 盤 forhun企 吋 s
of y伺 rs in the （ 街 道 堕 盤 盛 盟 主 ， m a k i n g  白 is a  
multig1四 erational (7海運~－ Second, 堅 企 E 盟 g 盟 企 盟
盛盟~ in the 謹盟主昆竪~位n b e  d o n e  only o n  a  E 血
(8） 足 並 盛 国 主 s, since 皇 盟 鐙 担 監 （ 9） 宣 車 血 盟 主 g凶 ！ 1 白
壁 !!!Q塑 並 墜 m u c h quicker 由 加 盟 出 豆 生 国 （ 10連 盟 些 鐙 皇 豊 田 n
h 自 由 世 （ 1 如 p ぉ t E笠 mil these k n o w n  (12） 島 儲 ラ the
pi由 r e b e c o m田 （ 13） 足 型 虫 色 :r. F o r 旦 血 盟 ラ nob叫 y
(14)kI国 t>ws h o w  rapidly 盟 国 盟 5of~血旦盛Q豆虫 and
other g 望 盛 盟 旦 笠 (15)g盤 堕 W 出 回 se in the fu旬 re. 百 lat
g 準 型 盟 （ l＜ ＞ ： 温 鑑 盟 主 o n 血 e 医 盗 塁 of glQl浬！（ 17 風 迎 些
~盟主担d o n 島 町 駅 .ct of 長 生 盟 !Qgy o n  the (18抑 ays
g 盟 箆 （ 19） 鍵 盤 堕 僅 a n d u 錨 蹴 釦 1豆 型 車 ． 塩 田 h it is 
(20） . 担 監 盗 慰 霊 ω 金 也 監 陸 型 組 h o w the (21 混 血 盤
will 竪 鐙 mil as g豆型包迎皇室毘星~ (22~ 型車型担~ to 
ever-higher (23)co以 溜 組 組 O D S in the 盆 盟 盟 恒 竪 ・ A  
w a n n e r 豆 迎 盤 型 車 m a k e 白 e planet (24)gr田 n ぽ －
w h i c h  w o u l d  (25知 朗 n m o氏 自 由 盟 血 豆 生 w o u l d be 
盟盛週金om 働組盟恒~－ Alt個 別 velvラ 血 盟 盤
側)change 血血盟胆~ such (27漣立~~堕~ o n  the 
(28） 臨 曲 盟 伽 t m 蹴 ’ s(29脳堕鐙 for~盟g
g企盟盛竪陸企om 街並盟盟匙~ w o u l d  become 担~
(30） 蛍 魁 g 差 出 加 盟 盟 国 ェ
（ 網 掛 け 部 が 品 詞 認 識 を 間 わ れ た 語 ， 下 線 を 施 し た 語
は 未 習 語 ）
の 品 調 を 答 え る 課 題 を 与 え た 。 英 文 を 読 む 際 に ど れ だ m. 結 果 と 考 察
け 品 詞 を 意 識 し て い る の か を 調 査 し た 。 品 詞 と い う 概 1  調 査 1
念 自 体 も よ く 理 解 し て い な い 生 徒 も い る の で ， こ の 調 表 1 は そ れ ぞ れ の 動 詞 に 関 す る 正 答 率 を 示 し た も
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表1 調査1における正答率
has risen suppo代 is ge住ing suggesst arrives 
(1) (2) (3) (4) (5) 
正答数（／万）｜ 73 40 66 25 59 
























件）， WO出ng(32件）' inα閣制（19件）, responsible ( 14
















何y stay are IS accounts 
(7) (8) (9) (10) (11) 
61 48 51 55 18 
81.3 64.0 68.0 73.3 24.0 
表2 調査1における誤りの内訳
行数 単語 品詞 頻度
about 前
degrees 名 2 
2 Celsius 名 2 
2 nineteenth 形
2 since 前
2 measures 名 3 
3 climate 名 3 
3 theory 名 2 
4 国 tellite 名




5 than 01 
5 late 形 10 




7 earlier 副 2 
1 均t官 副
8 UN’S 限 4 
8 According 副 12 
8 Pam el 名 1 
9 Change 名 10 
9 most 割 6 
自 autthoritative 形 4 
9 far 副 3 
10 scientists 名 2 
10 W町 king 32 
10 probably 副 4 
11 resp。nsi:>le 形 14 
11 But 後 1 
11 warming 名 12 
11 measured 形 14 
12 trend 名 4 
12 part 名 1 
12 due 形 2 
12 undoubtedly 副 5 
12 substantial 形 4 
13 increases 名 5 
13 dioxide 名 3 
13 activity 名 3 
14 fuels 名 19 
14 Burning 8 
14 fossils 名 3 
15 em is田ons 名 4 
15 deforestation 名 4 
15 changes 名 46 
15 land 名 2 
15 糊th Rl 
15 em臨S拍ns 名 3 
16 use 名 53 
16 accounting 9 
16 rest 名 8 
合計 354 
2  調 査 2
表 3 調 査 2 に お け る 品 詞 識 別
r e a s o n s  societies 




動 調 7  10 4 6  1  
名 観 6 4  4 6  1 6  51 





75 75 7 5  75 
正 答 率 （ 日 ）
85.3 61.3 21.3 68.0 
1 m o a c t  facts 
d 。 m i e r  




軍 事 主 a
15 1  2  
7 4  








合 計 75 75 7 5  75 
正 答 率 （ 紛
45.3 
64.0 69.3 98.7 
。 Ii m a t e  a c c u m l a t e  
concentrations 
2 r e e n e r  
(21) 
(22) (23) (24) 
...量司





2 5  
4 6  
14 
形 容 詞 8  
2 2  
16 5 2  
無 回 答
合 計 75 75 7 5  75 
正 答 率 （ 也 ） 73.3 
36.0 61.3 69.3 
表 3 は 調 査 2 に お い て ， 英 文 中 の 30 個 の 語 の 品 詞
を ど の よ う に 認 識 し た か を 集 計 し た も の で あ る 。 （ 1）～
(30 ） の う ち 王 答 率 が 6 0 % を 下 回 っ て い る の は ，
(3)change, (7)issue, (ll)impact, (18)ways, 
(19)generates, (22)accumula 加 ， 包 6)change,
(27)severe, (29)pr凹 esses で あ る 。 （ 3)change と
(26)change に つ い て は ， 調 査 1 の と き と 同 様 に ， 知 っ
て い る 語 で あ る か ら こ そ 先 入 観 で 動 詞 で あ る と 認 識 し
て し ま っ た と 推 測 さ れ る 。 （ 7）お sue を 形 容 詞 と 認 、 識 し
た 生 徒 が 多 か つ た の だ
い る た め ， 比 較 的 最 近 学 習 し た ば か り の 「 m a k e + O +
形 容 詞 j と し 、 う 文 構 造 で あ る と 誤 解 し た 可 能 性 が あ る 。
(18)ways と（ 19)genera臼 s の 正 答 率 が 低 い 原 因 は ，
T h a t  outcome depends 盟 the pace of global 
economic growth a n d  盟 the impact of technology 盟
the w a y s  society genera臼 s a n d  uses useful ene昭 y.
と い う d e p e n d と 結 び つ く 盟 と impact と 結 び 、 つ く
Q 旦 が 入 り 混 じ っ て い る う え に ， S 即 時 ty 以 下 が w a y s
を 後 置 修 飾 す る と し 、 う 統 語 的 に 複 雑 な 構 造 に な っ て い
る こ と が 大 き い と 考 え ら れ る 。 （ 22)accumula胞 の 識 別
が ほ ぼ 均 等 に 分 散 し た の は ， 生 徒 に 馴 染 み が な い 語 で
あ る と い う だ け で な く ， 英 文 の 中 ほ ど に 位 置 し て 統 語
的 な 特 徴 を 見 つ け に く い 状 況 だ 、 っ た と 思 わ れ る 。
(29)processes の 認 、 識 は （ 1  O)processes よ り も 困 難 で あ
っ た と し 寸 結 果 が 出 た 。 （ 2 9） は 今 回 の 調 査 で 使 用 し た
※ 縞 掛 け 箇 所 が 正 解
e田 sts
a t o m o s p h e r e  
』 s s u e Jllobal 
m i x  DJ"ocesses 
(5) (6) (7) (8) (9) 
(10) 
54 3  8  
2  
5 8  10 
6  
61 3 7  
2 4  
3  5 5  
15 1  
3 0  4 9  14 10 
。 。 。 。 。 。
75 75 
75 




49.3 65.3 77.3 
73.3 
2 a s e s  de田 m i s e c o n o m i c  w a v s  箆 e n e r a t e s
imoossible 





6  13 2 6  10 
4 9  
14 2 4  
4 4  
2 6  
7  
10 6  
4 5  
18 2 3  
5 8  
。
。 。 。 。




60.0 58.7 34.7 
77.3 
m e a n  c h a n 2 e  s e v e r e  




(26) (27) (28) (29) 
(30) 
55 
6 3  13 
5  
2 2  
10 
14 8  15 
5 8  3 7  16 
5  3  
4 4  
1  
15 4 8  
3  
75 75 75 7 5  7 5  
75 
73.3 
10.7 58.7 77.3 49.3 
64.0 
英 文 の ほ ぼ 最 終 文 で あ る の で ， 単 純 に 集 中 力 が 落 ち て
い た と も 考 え ら れ る が ， 前 後 に あ る 語 の 情 報 か ら も 認
識 の 度 合 い に 違 い が 出 た 可 能 性 も あ る 。 す な わ ち ，
(lO)pr侃 ess の 直 後 に 助 動 詞 can が 続 き ， pr田 esses が
主 部 の 切 れ 目 で あ る こ と を 意 識 し や す い 一 方 ，
(29)processes の 直 前 は that nature’s と な っ て お り ， ’ s
が 所 有 格 を 示 し て い る の か ， has や is の 短 縮 形 な の か
を 判 断 す る た め に は ， 直 観 と は い え ， 複 雑 な 最 終 文 全
体 を 見 渡 す 必 要 が あ る 。
品 詞 を 識 別 す る 際 に ， 統 語 的 な 情 報 を 利 用 す る 場 合
も あ る が ， 日 本 語 の 言 語 知 識 を 活 用 す る こ と も 考 え ら
れ る 。 も と も と 国 文 法 と 英 文 法 で 使 用 さ れ て い る 文 法
用 語 や 概 念 が 統 一 さ れ て い な い こ と は ， メ タ 言 語 意 識
を 向 上 さ せ る 面 か ら は 問 題 点 と し て 指 摘 さ れ る が ， 英
語 が 日 本 語 と し て 使 用 さ れ る 場 合 は ， さ ら に 複 雑 に な
る 。 例 え ば ， 「 グ ロ ー バ ル j と し 、 う 語 は 日 本 語 と し て 使
用 さ れ て い る が ， 「 グ 、 ロ ー パ ／ レ 社 会 J の 「 グ ロ ー バ ル J
と 「 グ ロ ー パ ル な 社 会 J の 「 グ ロ ー パ ル 」 は 同 じ 品 詞
な の か ， 「 高 齢 化 社 会 」 と 「 グ 、 ロ ー パ ノ レ 社 会 J と し 、 う 2
つ の 表 現 を 比 べ る と き ， 「 高 齢 イ 七 J と 「 グ ロ ー パ ル 」 は
同 じ 品 詞 な の か な ど ， 日 本 語 の 理 解 も 単 純 で は な い よ
う に 思 わ れ る 。
30 個 の 語 の う ち ， 日 本 語 に な っ て い る （ こ こ で は 『 新
明 解 国 語 辞 典 （ 三 省 堂 ） 』 に 見 出 し 語 と し て 掲 載 さ れ て





















































































( 4 ） 統 語 的 な 情 報 に つ い て
－ 動 詞 は 文 を つ な い で い る よ う な も の
． 主 語 の 後 に 来 る の が 動 詞
－ 接 続 詞 の 後 は 主 語 ＋ 動 詞
・ 英 文 の 語 順 は 名 詞 一 動 詞 一 （ 形 容 詞 ） 一 名 詞 と な る
． だ い た い 文 は 名 詞 → 動 詞 と く る
－ 名 詞 の 後 や a n d の 後 に 動 詞 が く る こ と も あ り ， そ れ
を 意 識 し て 動 詞 を 決 め た
・ 百 滋 t, It， 百 e の 後 は 文 の 構 成 を 考 え て 動 詞 に し た
． そ の 語 の 前 方 に も 後 方 に も 動 詞 が な さ そ う な ら 動 詞
と し た
－ 知 ら な い 名 詞 の よ う な 単 語 が 3 つ 以 上 並 ん だ と き ，
1 つ の 名 詞 と 形 容 詞 が セ ッ ト に な っ て い る
・ 語 尾 に s が 付 い て い る か ど う か （ 動 詞 か 名 詞 ）
・ 現 在 完 了 の 文 な の か ， 現 在 進 行 形 の 文 な の か ， 文 の
構 造 を 考 え て ， 助 動 詞 や 動 詞 を 考 え る
.  1つ の 文 に 1 個 は 動 詞 が あ る と 思 っ て 探 し た 。 出 at
と か 付 い て い る と も う 1 つ の 文 が つ な が っ て い る
と ， 思 っ た 。
？ 文 の 始 め の 方 は 動 詞 が 多 い の で ， 基 本 的 に 文 の 始 め
の 方 の 単 語 を 動 詞 と 考 え た
？ 日 本 語 に 直 し て 考 え た 。
？ ロ ー マ 字 読 み の よ う に し て み て カ タ カ ナ に し て み る
? S + V + o  . . な の で 文 の 2 つ 目 の 単 語 の 次 を 目 安 に 考 え
た。
IV. お わ り に
本 稿 で は ， 統 語 的 直 観 と 品 詞 識 別 に 焦 点 、 を あ て た 2
つ の 予 備 調 査 を 通 し て ， 中 学 生 が も っ て い る 言 語 知 識
お よ び メ タ 言 語 意 識 を 記 述 し よ う と し た 。 調 査 1 で は ，
英 文 を 読 む 際 に ， 過 度 に 語 葉 の 意 味 に 依 存 し て い る 状
況 や 未 知 語 に 遭 遇 し た と き に 読 み が 中 断 し て い る 状 況
が 読 み 取 れ る 結 果 と な っ た 。 調 査 2 で も ， 既 有 の 知 識
に 依 存 し す ぎ る あ ま り ， 統 語 的 な 直 観 が 十 分 に 機 能 し
て い な い 様 子 が 見 ら れ た 。 メ タ 言 語 意 識 を 言 語 化 し て
み る と ， 予 想 以 上 に さ ま ざ ま な 仮 説 を 立 て て 英 文 を 読
ん で い る こ と や 言 語 に 関 し て 鋭 い 観 察 が で き て い る 学
習 者 も い る こ と が わ か っ た O 例 え ば ， 誤 っ た 知 識 で 、 あ
る 場 合 も あ る が ， そ れ ぞ れ の 品 詞 に 特 有 の 接 頭 辞 や 接
尾 辞 に 言 及 し た り ， 音 読 し て い る わ け で は な い が ， 英
文 を 読 み な が ら ， 少 な く と も 未 知 語 に 出 会 っ た と き に
は ， 頭 の 中 で そ の 語 を 音 声 化 し た り し て い る 様 子 も う
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か が え た 。 た だ し ， 英 語 の 品 詞 を 識 別 す る 際 で も ， 日
本 語 に 訳 し て ， そ の 意 味 か ら 判 断 し よ う と し て い る な
ど ， 日 本 語 の 知 識 に 大 き く 影 響 さ れ て い る 面 も 見 ら れ
た。
今 回 は 予 備 調 査 で 、 あ っ た た め ， 学 習 者 の さ ま ざ ま な
傾 向 を 見 よ う と し て ， 多 く の こ と を 網 羅 的 に 調 査 し で
し た 。 統 語 的 直 観 に せ よ ， 母 語 の 影 響 に 関 す る 調 査 に
せ よ ， 調 査 の 目 的 を 細 分 化 し ， 分 析 の 観 点 、 を 明 確 に す
る 必 要 が あ る こ と を 今 後 の 取 り 組 み の 課 題 と し た い 。
註）
1 生 越 （ 2 0 0 7 ） で は ， 「 メ タ 言 語 意 識 」 は 通 常 意 識 下 に あ る 言 語 に
関 す る 知 識 を 取 り 出 し て 対 象 化 し よ う と す る 意 識 あ る い は 気 づ き
を 意 味 し ， 「 メ タ 言 語 能 力 j と は メ タ 言 語 意 識 を 呼 び 起 こ す 能 力 を
指 す と さ れ ， 両 者 を 区 別 す る こ と な く 用 い る と し て い る 。 本 稿 で
は ， 言 語 規 則 や 自 分 の 言 語 使 用 に 関 し て 客 観 的 に 認 識 で き る 能 力
を 「 メ タ 言 語 意 識 」 と 呼 ぶ こ と に す る 。
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Effect of Activating Metalinguistic Awareness on the Performance by Learners of English 
- Preliminary Research on Syntactic Intuition -
Takeshi AKAMATSU, Etsuko SUZUKI, and Akira ONO 
Abstract: Activating metalinguistic awaren~ is thought to be significant in learning foreign languages. That is 
especially the case in Japanese schools, where very limited quantity of English is provided for learners. 
Metalinguistic awareness includes many aspects of language, such as phonology, morphology, syntax, and 
pragmatics. The present investigation focused on learners' syn1actic intuition, and two preliminary studies were 
conducted. In one, jwrior high school students were required to choose verbs while reading an extremely difficult 
text in English. In the second study, students were asked to identify the parts of speech of several words while they 
read another difficult text The results indicated that the students depended too much on the meanings of words-not 
on syntactic infonnation given in the context-when they read English passages. 
Key words : metalinguistic awareness, syntactic intuition, identification of parts of speech 
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